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前回したこと前回したこと

• 調査質問課題1について

• 調査質問課題5(図書) 6(雑誌)の出題と割り調査質問課題5(図書),6(雑誌)の出題と割り
当て

147 (6) 図書 出版に関する情報源– p.147 ~ (6) 図書・出版に関する情報源

– p.150 ~ (7) 新聞記事・雑誌記事に関する情報源

• 調査質問課題実行の注意点

• 説明：割り当て課題に関する主なツ ル• 説明：割り当て課題に関する主なツール

• 第5回演習課題:図書
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本日のお品書き本日のお品書き

割• 説明：割り当て課題に関する主なツール

• 第6回演習課題:雑誌第6回演習課題:雑誌

• 次回は図書館です

– 次々回は課題提出日です次々回は課題提出日です
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調査質問課題の出題と割り当て（再）調査質問課題の出題と割り当て（再）

書 割• 調査質問課題5(図書),6(雑誌)の出題と割り
当て（〆切は次次回です）

• 講義のWebサイトから自分の割り当てを確認
してくださいしてください

• p.147 ~ (6) 図書・出版に関する情報源

• p.150 ~ (7) 新聞記事・雑誌記事に関する情
報源報源
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調査質問課題実行の注意点（再）調査質問課題実行の注意点（再）
• 今回から、WebやCD-ROM等を使用して検索してよいです
• 回答には必ず1つは本のツールを使うこと

– WebやCD-ROMのみの回答は不可です。

• 回答に使用する本以外のツ ルは以下のいずれかの条件• 回答に使用する本以外のツールは以下のいずれかの条件
を満たすこと
– 教科書??ページに載っていたレファレンスツール

政府 自治体のW bサイト（ j サイト）– 政府、自治体のWebサイト（go.jpサイト）
– 例：Wikipediaは回答に使用不可：

• 調査プロセスに使用するのは可能

も– どうしても該当しない場合は教員に相談すること

• Webページを回答に使用した場合：
– 使用した情報源の書き方使用した情報源の書き方

• 「検索式」、『タイトル』、URL、参照日付
• 検索した結果の場合は「検索式」を書くこと

– そのWebページの信頼性の根拠を書くこと

5
5

そのWeb ジの信頼性の根拠を書くこと
• 例：教科書??ページに載っていたレファレンスツールのため、政府、自治

体のWebサイト（go.jpサイト）のため

今回から回答用紙をWordで作成（再）今回から回答用紙をWordで作成（再）

「• 講義WebサイトからWord形式の「レファレン

スサービス演習 回答用紙」をダウンロードしサ 演習 回答用紙」をダウン
てきてWordを使って作成すること

• 2ペ ジぴったりになるようなボリュ ムにす• 2ページぴったりになるようなボリュームにす
ること（多すぎても、少なすぎても×）

– 文字の大きさは等は変えない

• 必ず2分割印刷して1枚にして提出すること必ず2分割印刷して1枚にして提出すること
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参考：2ページをまとめて一枚として
印刷する方法（再）

1 まとめて一枚

2アップ
1 まとめて 枚

2アップ

最後
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説明：割り当て課題に関する
主なツール

書• （図書・出版を調べる）

– p.127 4-7図p 図

• 新聞・雑誌を調べる

131– p.131
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新聞・雑誌を調べる p 131新聞・雑誌を調べる p.131
• 新聞や雑誌自身に関する情報

– 出版者

– 出版者の連絡先

発行頻度 → 逐次刊行物リスト p 90– 発行頻度

– 価格

– 所蔵状況を知りたい → 総合目録 p.93

→ 逐次刊行物リスト p.90

• 新聞や雑誌に掲載された新聞記事や雑誌論文に関する情
報

書誌 p 83～90 索引誌 p 93～98 抄録誌 p 98～99 目次誌– → 書誌 p.83～90、索引誌 p.93～98、抄録誌 p.98～99、目次誌
(目次速報誌 p.100)

– 掲載新聞が判明している → 新聞の縮刷版 p.96
が 総 総索– 雑誌名が判明している → 雑誌の総目次、総索引

– CD-ROM版、商用データベース、Web版を活用する

– 電子化されていない古い記事・論文だけレファレンスブックを使う
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電子化されていない古い記事 論文だけレファレンスブックを使う



鶴見大学図書館のWebサイト
活用のすすめ

鶴見大学図書館のW bサイト• 鶴見大学図書館のWebサイト
– http://library.tsurumi-u.ac.jp/library/index.html

• いろんなデータベースへのリンクあり• いろんなデ タベ スへのリンクあり

• 「データベースリンク集」「資料探索事例集」「テーマ別調べ方
案内」などもある

• 例：聞蔵IIビジュアル
– 朝日新聞社の記事検索サービス。１９８４年８月以降の４８０万件の

記事検索記事検索。

• 例：MAGAZINE PLUS
– 雑誌記事・論文検索サービス。雑誌記事 論文検索サ 。

• 例：Web OYA-bunko (同時接続：１)
– 大宅壮一文庫 雑誌記事索引検索 Web版
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雑誌記事情報の探し方(目次)雑誌記事情報の探し方(目次)

書 事• 国立国会図書館雑誌記事索引

• GeNii/CiNiiGeNii/CiNii
– GeNii  http://ge.nii.ac.jp/genii/jsp/index.jsp

CiNii htt // i ii j /– CiNii  http://ci.nii.ac.jp/
• 大宅壮一文庫 雑誌記事索引検索 Web版

– ただし、同時に1人しか接続できない

11

国立国会図書館雑誌記事索引国立国会図書館雑誌記事索引

事• 雑誌記事検索

• 国内の学術雑誌約10 000タイトル国内の学術雑誌約10,000タイトル

• http://opac.ndl.go.jp/
– 「雑誌記事索引の検索/申し込み」ボタンをクリック
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第6回演習課題(1)
国立国会図書館雑誌記事索引

P 102 【検索例 2】 統制語を用いた情報検索にP.102 【検索例-2】 統制語を用いた情報検索に
関する記事を検索したい

1. 「2005年」と「2001年～2004年」にチェックを入れる

2. 論題名のメニュー：「演算子」を選択
複数種類の演算子を使 た ため– 複数種類の演算子を使いたいため

3. 論題名：「(統制語 + シソーラス+件名標目)&情報検索」
– 同義語（統制語 シソーラス）を検索するにはOR検索– 同義語（統制語、シソ ラス）を検索するにはOR検索

4. 「詳細設定」ボタン→タイトル検索方式：「全文検索」

5. 「検索」ボタンをクリック検索」ボタンをクリック

6. 検索結果を確認 例:6-4図(上) →画面をPowerPointへ
• 検索条件で、「シソーラス」が「シソラス」に
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Genii/CiniiGenii/Cinii

ジ• GeNii（ジーニィ）

– コンテンツポータル、様々な学術情報を検索できる

– http://ge.nii.ac.jp/genii/jsp/index.jsp
• CiNii（サイニィ）

– 日本の学術論文の論文情報を収録したデータベース

– 本文を閲覧できるものもある、引用文献からたどることも本文を閲覧できるものもある、引用文献からたどる とも
可能

– http://ci.nii.ac.jp/
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第6回演習課題(2)
CiNii

統制語を用いた辞書に関する論文で 本文があるもの統制語を用いた辞書に関する論文で、本文があるもの
を検索したい

1 詳細検索の下の「CiNiiに本文あり または連携サー1. 詳細検索の下の「CiNiiに本文あり、または連携サ
ビスへのリンクあり」にチェックを入れる

2. 詳細検索の論文名のクエリボックス：2. 詳細検索の論文名のク リボックス：
1. 論文名に「 (統制語 OR シソーラス) & 辞書」を入力する。

3. 「検索」ボタンをクリックする→画面をPowerPointへ
4. 検索一覧画面からどれか選ぶ（ 「機関リポジトリ」

や「J-STAGE」）
覧5. 本文を閲覧する→画面をPowerPointへ
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第6回演習課題(3)第6回演習課題(3)
情報検索演習 120 【検索問題 1】 を実行しなさ• 情報検索演習 p.120 【検索問題-1】 を実行しなさ
い
– 吉田茂氏の書いた雑誌論文を検索したい ヒント：トラン– 吉田茂氏の書いた雑誌論文を検索したい。ヒント：トラン
ケーションに注意。

– どの検索サイトを使用したか
サイト名とURL（例 NDL OPAC htt // ）• サイト名とURL（例：NDL-OPAC http://......）

– どのような検索戦略で、どうやって検索したか
• まず、概要を知るために・・・・まず、概要を知る

– 検索している画面→PowerPointへ貼り付け
– 検索結果の画面→PowerPointへ貼り付け
回答– 回答

• 現在、・・・で出版されており・・・・
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第6回演習課題第6回演習課題

演 を実 作成 来• 演習課題を実行し、PowerPointで作成して、来週の
演習のはじめに提出しなさい（本日提出も可）

– (1)から(3)まであります

– 課題名に：第_回演習課題と入れなさい

– 〆切：来週の演習の最初

• 「レファレンスサービス演習」、「第 回演習課題・雑_
誌検索」、「学籍番号」、「名前」、「提出日」を忘れず
に記入すること
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